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分別されていないごみや有料指定袋以外での排出など、間違った出し方をしている方
に正しく出し直すよう注意するため、警告ラベル（左図）を貼っています。
ラベルが貼られた場合は、理由を確認し、ルールを守ってごみを出し直してください。

地方自治法の規定に基づいて、平成30年３月31日現在の安平・厚真行政事務組合会計の
歳入歳出、財産、地方債の状況についてお知らせします。

※物品は、購入金額100万円以上を記載しています。

※各項目の合計と総額の相違に関しては、１万円未満の端数処理によるものです。

地方債とは、一定の基準を満たす事業の財源として、
組合が国などから借り入れた長期的な借入金です。

警告ラベルを貼られるごみ袋は周囲の方々に迷惑がかかります

ルール違反のごみ…　改善してから出しましょう

予算の執行状況　（平成30年３月31日現在）

地方債の状況 組合財産状況

歳　　入 予算現額 収入済額 収入率 備　　　　　考
分担金及び負担金 2億1,564万円 2億1,564万円 100.0%（内訳） 安平町：1億3,906万円、厚真町：7,658万千円
使用料及び手数料 2,974万円 2,867万円 96.4% ごみ処理手数料、大型ごみ処理券、ごみ袋売払手数料等
財 産 収 入 360万円 198万円 55.1% アルミ・スチール缶、鉄くず等売払い等
繰 入 金 253万円 253万円 100.0% 基金の取崩し（ポンプ井配管布設替工事）
繰 越 金 74万円 74万円 100.1% 平成28年度繰越金
諸 収 入 82万円 185万円 224.2% 再商品化合理化拠出金配当、PETボトル有償入札拠出金配当等
歳 入 合 計 ２億5,308万円 ２億5,141万円 99.3%

歳　　出 予算現額 支出済額 執行率 備　　　　　考
議 会 費 17万円 9万円 53.3% 組合議会経費
総 務 費 2,015万円 1,971万円 97.9% 事務局職員人件費、事務費等、組合監査委員経費
衛 生 費 2億2,455万円 2億2,395万円 99.7% ごみ処理委託、処理場維持管理費、苫小牧市広域負担金等
公 債 費 727万円 726万円 99.9% 施設整備のため国などからの借入金の償還
予 備 費 82万円 0円 0.0%
歳 出 合 計 ２億5,308万円 ２億5,102万円 99.2%

区　分 平成30年３月31日現在
残　高

一般廃棄物処理事業債
最終処分場適正閉鎖事業（H15～
16）およびストックヤード施設
整備事業（H21～22）の償還

2,402万円

建　 物 2,264.12 ㎡

塵芥（じんかい）処理場
洗車場汚水処理設備
ストックヤード（キャノピー）
有機物供給センター
保管庫

物　 品 車両　４台

公用車
ホイールローダー
油圧ショベル
フォークリフト

基　 金 3,160万円 廃棄物処理施設整備基金

財政状況

□ きちんと分別してください

□ 収集日が違います

正しく分別して、出してください。
（ラベルの余白部分に理由を記載しています）

収集日を確認し、正しい収集日に出してください。

ラベルを貼る事例
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安平・厚真行政事務組合のページ

＜問い合わせ＞
安平・厚真行政事務組合　☎22‒3151
町民福祉課 町民生活グループ（総合ケアセンターゆくり内）☎26‒7871

松浦武四郎の足跡をたどる
町内バスツアー記念講演会

松浦武四郎パネル展・郷土資料展

試食会

7月8日㈰7月7日㈯

7月4日㈬～9日㈪

松浦武四郎が探索した北海道の歴史を学びます。

松浦武四郎が記した地図など貴重な資料を展示します。
厚真町の郷土資料コーナーも開設します。

160年前に松浦武四郎が厚真町を訪れた時に
食べた料理を再現します。〈先着100食〉

「心を届けた松浦武四郎」
松浦武四郎記念館元館長　髙瀬 英雄氏
「武四郎が歩いた東

ひがし
蝦
え
夷
ぞ
地
ち
のみち」

文化財サポート代表　田才 雅彦氏
「安都摩日誌に見る160年前の厚真」
厚真町学芸員　乾 哲也氏

集合（総合福祉センター前）
集合（厚南会館前）

松浦武四郎が歩いた道を解説を
聞きながらバスで移動します。
一部ウォーキングで当時の気分
を味わってみましょう。

９時
９時20分

16時40分
17時

解散（総合福祉センター前）
解散（厚南会館前）

あわ団子、仙台かぶ、鹿肉、ニリンソウを使った
オハウ(汁物)など

○会　場　総合福祉センター大集会室
○参加料　無料

○会　場　総合福祉センター大集会室
○時　間　９時～19時（土曜・日曜日は17時まで）

○定 員　先着40人
○参 加 料　無料
○申し込み　７月４日（水）まで

13時～15時45分

北海道と命名されて150年、松浦武四郎が厚真町を訪れて160年を迎える今年。
あらためて私たちの北海道・厚真町を見つめ直してみませんか。

足踏み脱穀機 大
だい
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松浦武四郎が歩いた道をバスで巡ります。講演
1

講演
2
講演
3

問い合わせ／申し込み　軽舞遺跡調査整理事務所　☎ 28-2733
〔主催〕厚真町・厚真町教育委員会
〔協力〕上川総合振興局地域創生部地域政策課・公益財団法人アイヌ民族文化財団

松浦武四郎が厚真町トンニカ村（現･富里）に
滞在したことを記念して建てられた石碑

画像：国立国会図書館デジタルデータ　東西蝦夷山川地理取調図 六から転載

15時45分～16時30分


